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埼 玉 県 議 会   ６月 定 例 会 のもれい通信

そもそも支援の対象にならない場合もある

　石油等由来製品の価格高騰、供給不足に対し設けられた県独自の補助制度。（約13億円）
前年同月比５％以上利益率が減少している中小企業等が対象。

中東情勢に伴う価格高騰・供給不足に対する中小企業等への支援について
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　６月１５日から7月３日にかけて６月定例会が開かれました。中東情勢の影響を受ける中小企業、農林水産業者等に
対する価格高騰・供給不足への緊急支援（詳しくは下記参照）、ケアマネジャーが訪問先で刺殺された川口の事件を受け、
介護支援専門員の安全確保への支援（詳しくは２面参照）、※クビアカツヤカミキリに対する防除対策など一般会計補
正予算（約102億）が議決されました。 ※桜などの木の内部を食べ枯らせてしまう特定外来生物

今年度は産業労働企業委員会への
所属となりました

現場の声を聞き、産業労働企業委員会にて質疑しました

今回の補正予算は価格転嫁を図れずに利益率が減少している中小企業を対象に補助するもの。
対象にならない場合は委員ご指摘の「経営あんしん資金」の利用を。A

県

今回一番影響が大きくでている業種は建設業。埼玉県で経済変動特例を追加して融資をし始めた
「経営あんしん資金」の借り手は5月末で120社だが、3分の1が建設業である。
そもそも塗料など資材が入手できず仕事ができずに倒産というケースも多いと聞いている。
資材がなくて仕事ができない、よって価格転嫁もできない建設業などの業種への支援としては難しいのではないか。

Q

資材がなくて仕事ができない場合は支援の対象にならないとのこと。
「経営あんしん資金」や雇用調整助成金についても安全協会などを通じしっかり周知をしていって欲しい。

Q

「石油等由来製品の仕入れ額上昇分が50%以上」としていることについて

＊R8.2月時点との比較

石油等由来製品の
仕入額上昇分への補助

石油等由来製品の
代替品価格差への補助

対　象 価格上昇率が50%以上＊の品目 代替前の製品と代替品の
価格差が50%以上＊の品目

補助率 1／2
支援額 15万円～100万円

仕入れ価格上昇対応への支援

代替品対応設備投資への支援
石油等由来製品を代替品に切り替えるために必要となる設備投資経費の一部を補助

●補助率：3／4 ●補助対象事業費：上限1,500万円

補助制度の
詳細はこちら▶

▲経営あんしん資金

11,,000000社見込み社見込み

2020社見込み社見込み

物価高・中東情勢混乱への
支援は待ったなし！
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製造業は一般に原価率が70%～80%と言われるなか、仕入れ価格の上昇を想定し、1.5倍すると赤字に転落する。
これを一つの判断基準とし妥当性があると考えている。A

県

6月16日付けで国土交通省から出された「中東情勢の変化による建築資材の流通状況を踏まえた設計変更について」
では、公共事業においては、ナフサ由来とする建築資材が1円でも値上がりすれば、支援の対象となる。
公共事業を引き受けられない一人親方や小規模企業も多い。公共工事を引き受けている企業と民間での仕事しかない企業の
支援に乖離がありすぎるのではないか。

Q

50％というラインが高すぎないか？

塩化ビニールの管を鋼管に代えるなどが考えられる。
設備投資については状況や業種により様々である。申請されたものを取りまとめ審査を行う。

A
県

プラスチック製品を紙製品にするなどの設備投資と伺っているが、他にどのような代替の例があるのか。
重油でも中東由来とアメリカ由来では重いとか軽いとかの違いにより設備投資が必要と考えるが、いかかが。

Q

代替品対応に係る設備投資経費について

支援のスキームについて

支給対象者の決定は、仕入れの価格上昇率の大きさや利益率の減少の大きさなどを考慮し、
中小企業診断士にもチェックしてもらい審査を行う。

A
県

申し込みが予算を上回った場合、先着順とするのか、もしくは別の基準があるのか。
その場合の基準についてはどのようなものか。

Q

埼玉県が作成している
価格交渉支援ツール
を参考として６月末時
点における仕入れ価
格が50%以上値上が
りしている品目を例示。

R8.2
▼
R8.6

石油等由来製品仕入価格が50%以上値上がりしている品目
品 目 主な用途 上昇率

ナフサ 石油製品 183.2%
メタノール 合成繊維、接着剤、塗料 188.6%
エチレン ポリエチレン 175.0%
プロピレン 自動車部品、電気器具 171.4%
アクリロニトリル シャツ、セーター 154.3%
トルエン 塗装用溶剤 152.0%
キシレン 塗料、シンナー 151.6%
酸化プロピレン・ポリプロピレングリコール 合成樹脂、界面活性剤 151.2%
ブタン・ブチレン・ブタジエン 自動車用タイヤ 150.5%

参考 R8年６月末現在募集期間

1回目：9月下旬～11月上旬

2回目：12月上旬～来年2月上旬

　令和8年11月28日より新見沼大橋は30年間の料金徴収期
間を終えて無料化されます。
　今まで普通車は150円の通行料金でしたが、有料期間で回
収しきれず残っていた建設費等約40億円は県が負担し、今後
はさいたま市が維持管理をしていきます。

新見沼大橋無料化へ2介護支援専門員（ケアマネジャー）の安全確保
2,985万円（約3,000回分）1

複数で訪問支援を行った際の費用を支援

介護福祉士、社会福祉士、看護師など
5,000円／回有資格者

警備員、事務職員など
3,170円／回無資格者

事業所に対する支援
ICレコーダー、防犯ブザー、防刃チョッキなどの購入

10万円／事業所

新見沼大橋有料道路

延長1.4㎞ 延長1.4㎞ 
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具体的な取組み事例として、小学校では児童の活躍に関して
児童同士で褒め合う、中学校では振り返りシートにまとめ、
次の学習目標を記載したりしている。

A
県

非認知能力を如何に育んでいけるかという点は教育にお
ける最重要ポイントだと考える。学び続けようという意欲、自
己肯定感などが逆境に陥った時も再チャレンジしていくパワーに

なる。県として埼玉県の子どもたちに非認知能力を高めるた
めの教育として大切にしていること、工夫していることに
ついて伺う。

Q

※小4～中3までを対象。
　平成27年から毎年行い、約27万人弱が受けている

埼玉県学力・学習調査について

平成28年から令和元年までの調査データについての研究を中

室教授に委託し、指導と学力等の視点で科学的に詳細な比較

検証分析を行った。結果、子どもたちの非認知能力を高める
ことが学力の維持向上に重要であること、落ち着いた学
級経営が非認知能力を高めることが把握できた。
この分析を生かし、授業改善のための主体的・対話的で深い学

びの実践のための研修プログラムを作成し、４つの視点と
16のポイントを示した学級経営リーフレットを作成した。

A
県

このビッグデータについては慶応義塾大学教授の経済学者
である中室牧子先生と共同研究を行ったと伺っている。成果
は？ また、得られた知見を現在、どのように埼玉県の教育
現場に生かしているのか？

Q

ビッグデータをどう活かしているか？1

以前より各学校において自校の結果の分析、授業改善に活用して

いるが、令和7年度より県がオンラインで直接研修を実施している。

より多くの学校に参加してもらえるよう周知していく。
AI分析については、回答傾向の分析、学力向上に関わる要因の

抽出、児童生徒ごとの最適な指導方針の決定などに応用できる

と考えるが、適切なデータ整備、プライバシー保護、運用コスト、

最終的な人の目によるチェックの必要性などの課題がある。現
在、記述式問題の解答の採点について、AIの活用可
能性について研究機関と共に研究している。

A
県

調査結果の分析を行う研修は、さいたま市を除く県内の小中学

校全校のうち318校の参加で、3割ほどしか参加していない。
AIの発達が目覚ましい現在、より詳細に分析し個人の能力アップ、

個 人々に合った学習方法の提示へとつなげ、学習の躓きも早くに

発見していけるのではないかと考えるが、AI分析を用いること
についての見解は？

Q

AI分析について2

教育
改革

人材育成・スポーツ・

文化振興特別委員会にて

質疑しました

メタキャンパスについて

今年度は6月1日現在264人の申し込みがあった。今年3月に行っ
たアンケート調査では、保護者の約86%から「事業を評価できる」、
児童生徒の約85%から「参加して良かった」という回答を得た。
課題は、メタバース空間内というリアル、対面ではない中でコ
ミュニケーションのすれ違い、考え方のずれが生じることがある。会話
のログを確認しながら一人一人の状況を丁寧に把握する必要があると考えている。

A
県

メタバース空間を活用した不登校児童生徒等支援事業「メタキ
ャンパス」が令和7年秋より始まった。応募状況や課題は？ 子どもたち

や保護者からはどのような声が上がっているか？

Q

「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間
性等」の3つの資質・能力の育成を柱とした入学者選抜を行うため、来
年度入試から大きく変更されます。

〈変更点〉

新しい埼玉県公立高校入試について
～令和９年度より実施～

調査書は「各教科の学習の記録（評定）」と「総合的な学習の時間の記
録」が記載され、出欠の記録はなくなる。

全ての受検生に面接試験が課され、受検生があらかじめ作成した自
己評価資料を参考に県教育委員会が定めた各校共通の「評価の観点・
評価規準」を基に評価される。学校が独自に評価の観点・規準を設け
ている場合もある。

選抜は、各学校により「学力検査、調査書、面接、特色検査（ない
学校もある）」の配点が異なる。

デジタル教科書について

県内におけるデジタル教科書の利用状況、課題は？
国の動向を踏まえて今後どのようにすすめていくのか？

A
県

Q

今後について

6月にデジタル教科書を正式な教科書として位置づける法律改正が行
われ、次期学習指導要領に対応した教科書採択は、「紙のみ」「デジタ
ルのみ」「ハイブリッド」の中から採択することになっている。有識者
会議の議論を経て、大臣指針が秋ごろに作成、周知される。県も情
報提供、好事例の周知に取り組んでいく。

課 題

児童生徒が利用するためのアカウント登録など管理運営面
紙とデジタルの使い分けなど指導面の課題

県としては、昨年度末にデジタル教科書の効果的な活用方法に
関するガイドブックを作成して市町村に周知している

利用状況

全小中学校を対象に英語、小5から中３の約6割が算数（数学）を国か
ら提供されている（令和6年度より）

●全授業の75%の授業で活用している学校……42%
●50%以上の授業で活用している学校………24%

中学校の英語（アンケート調査より）

約７割弱の学校が
２回に１回以上授業

で活用
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皆様のお声を
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ください！

X

乗っ取られて
しまいました

　「XMAT」さんは、360度カメラで写真撮影し3次元空間を生成する技術や、橋りょうなどのコンクリ
ートインフラをＸ線分析により非破壊で点検する技術を開発しています。
　八潮市道路陥没事故以来、下水道管路の点検調査の在り方はドローンやロボットによる新技術導入が期待され、埼玉県でも
実証実験が始まっています。事故の原因究明委員会からも、従来行っていた打音や目視、カメラ付き浮き輪を流しての写真撮
影による点検では、上水道と異なり決して流れを止めることができない下水道管路には不十分だという指摘がありました。よ
り安心安全な埼玉県をつくっていくためにも、こうした技術革新も応援していきたいと思います。

東北大学発ベンチャー企業XMAT（クロスマテリアル）

普段の活動から 地域活動では、県政に対する生の声を聴かせていただいております

春のごみゼロ運動

ギャンブル等依存症
問題啓発週間特別セミナー

本太防災フェス！

荒川河川敷にて
揚水・放水訓練

消防団活動

本太夏祭り 中小企業応援サミット針ヶ谷夏祭り

　老朽化が進む大久保浄水場の事故等による断水リスクを低減するため、現在、吉見浄水場の拡張が図
られています。管路整備が進められている東松山第二幹線で施行されているシールド工法の一種である
「DXR工法」（環境に優しく経済的）による水道管の布設現場を委員会で視察しました。

吉見浄水場拡張関連整備事業

調査結果から、「旅客運送無
許可バス」の利用はなかった
が、借り上げバスの契約内容
を管理職が確認していない
ケース、教職員が運転する
車に生徒を同乗させたケース
があった等適切な対応をして
いない学校があったことが明
らかになりました。

部活動等のバス借り上げ
および利用に関する

安全総点検の要望書を教育長へ

水道管は下水道管と異なり、圧力をかけて送水しているため、仮に損傷した
場合には、地上に水が噴き出す、地表に水が出てくるという現象がある。
そのため、送水管路の点検は、道路を車で走行し、目視による管路巡視
を原則として毎月行い、道路面に水が染み出していないか、周辺の劣化
状況などを点検している。また、弁室等の中に入り、年1回以上、弁室内部
の状況や壁のひび割れなどを点検している。優先順位は特になく、全て同じ
ような形で巡視している。

A
県

上水道の管路については、点検調査はどのように行っているのか。
Q

上水道について産業労働企業委員会にて質疑 八潮市道路陥没事故について講演

連合政令指定都市地域協議会がさいたま市で開かれ、「八潮

市道路陥没事故からの教訓」と題して講演させていただきました。

これからは「事後保全」
ではなく「予防保全」
に取り組み、水という
命と直結するインフラ
は、官と共に市民が主
体的に守っていくべき
と考えます。

関連して関連して


